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IV.消 費 生 活










ポイン トと低迷 している。 このため消費は全般


















の約3割 が西陣織に関係 してお り,また高齢化
も著 しく進行している。 したがって,他 の地域
以上に和装文化が濃密強固に残っていて も不思
議ではない。 とはいえ,服飾様式は他の生活様
式か ら切 り離 されて孤立的に存在するものでは
ない。生活様式の全般的な洋風化はこの西陣地
域において も進展 してお り,服飾様式 も当然そ
の影響 を受 けざるをえない。
結論 を先取 りしてい えば,西 陣地域 において
も 「きもの」離 れ は 着実に 進んで いる。「き も
の」の着用について も,全 国的な傾 向 と同様 に
着用頻度の 減少,非 日常化 が み られ る。ミ紺屋
の白袴,と い うこと もないではないが,服 飾様
式 の転換が和装産業の中心的地域 において も不
可逆的 に進行 してい るとみて間違 いない と思わ
れ る。
(1)「きもの」 の着 用頻度
「き もの」の 着用頻度 は全般 に 低い。「ほ と
ん ど毎 日」5.6%,「1ケ月 に数回」5.2%,「1
年 に数回」28.7%,「ほ とん ど着 ない」35.2%,
「全 く着ない」24.1%とな ってお り,比 較的着
用頻度の高い 「ほとん ど毎 日」 と月 に数 回 を合
わせて も10%強に しか な らない(図N-1)。 し
か し,他 のデー タに比べ ると,こ の地域 の 日常
的 な和服着用率 は若干高 くな ってい る。た とえ
ば,京 都銀行の調査 「き もの世代(中高年女性)
の き もの観について」(1980年)によれば,40歳
以上の対象女性 のうちrほ とん ど毎 日着 用」 は
4.7%にす ぎないが,西 陣の女性 の毎 日着用派




















































































は 「全 く着ない」 の35.4%,次いで 「ほ とん ど
着 ない」 の32.7%となってお り,こ れ らを合 わ
せた 「きもの」 との日常的な接触 の少 ない層 の
比率 は7割 近 くに も達 してい る。女子 では この
「全 く着 ない」「ほ とん ど着 ない」 とい う層 は
低 くはなってい る ものの,そ れで も5割 を超 え
てい る。 このよ うに 「き もの」離れが男子 で著
しい ことがわか る(図N-2)。
年 齢別 には,着 用頻度 の高 い 「毎 日」+「1ケ
月数 回」の比率 が,加 齢 とともに高 くなってい
る。すなわ ち,40歳未満1.6%,40歳代7.1%,
50歳代8.5%,60歳代12.2%,70歳以上30.5%
とな ってお り,70歳以上層 で顕著 に高 くな って
い る。70歳前後 の年齢層 の ところで服飾にお け
る様式 の転換が あ った もの と推測 され る。 これ
は前述 の池 田孝江氏 の分析 とも対応 してい ると
思 われ る(図IV-3)。
西 陣織 関連従業者 と 「きもの」の着用頻度 と
の関係 をみ ると,「毎 日」+「1ケ 月数 回」は西
陣織関連 で10.i%,非西陣で11.6%,1年数回
の着用頻度 で,西 陣織関連36.9%,非西 陣23.7
%,「ほ とん ど」+「全 く」着ないで西陣織 関連
52.3%,非西陣63.9%とな ってい る。つま り,
日常的 に 「きもの」を着 てい る者 の比率 は,西
陣織関係者 も非関係者 もあ ま り大 きな 差 はな
い。 しか し,年 に数 回程度 の冠婚葬祭 等 におけ
る 「き もの」着用比率 は西陣織関係者 の方 が高
くな ってい る。そのため 「ほ とん ど」+「全 く」
柵 ない とい う脱和装層 の比率 は西陣織関係者 に
おいて低 くなっている。 しか し,京 都の 「き も






























































































宅,借 間 ・下宿などである。 これは特定の住宅
所有形態 と 「きもの」着用頻度の関連を示す と
い うより,年齢要因が間接的に反映してい るこ
とを示す ものだろう。つま り,民間借家や持 ち
家層では高齢者比率が高いため,「きもの」の着
用頻度 も高 くなっているものと思われ る。
職業 と 「きもの」の着用頻度 との関係では,
「きもの」の着用頻度が高い(「毎 日」+「1ケ月
に数回」)職業は,専門職(29。3%),無職(25.7
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%),そ の他(18.8%)など となってお り,こ れ
らは仕事 の上での必要性 と ともに,・r;.._の要
因 も加 わって和装志向が強 く,か つ時間的に も
和装 で 行動 す るゆ とりが ある もの と 推測 され
る。若 い人が多 く従 事 してい る事 務職 やサー ビ
ス職,そ して学生では 「ほ とん ど着 ない」+「全
く着ない」の比 率が7割 を超 えてい る。 ここで
も着用 の頻度 は,ご く限 られた 職業 を別 に す
れば,職 業 差 とい うよ りは年齢 によ る服飾様式
の差異 をよ り多 く示 してい ると思 われる(図N-
6参照)。
所得 階層 と着用頻度 については,「毎 日」+「1
ケ月 に数 回」 とい う着用頻度 の高 い者 において
は,所 得 との 関連性 は あま りみ られない。200
万 円未満層 と1,000万円以上層 との問 にほとん
ど差が み られない。 しか し,行 事 などの時に し
か着用 しない と推定 され る 「年間 に数回」着 る
層や,ほ とん ど着 ない脱 「きもの」層 において
は所得階層 の格差が うかが える。200万円未満
層 では,「ほ とん ど」お よび 「全 く」着 ない とす
る者 の比率 は61.5%となってい るのに対 して,
1,000万円以上層では43.1%と低 くな ってい る。
また行事 や儀式 な どの際 に着用 してい ると思























































「きもの」着用頻度 の低 さは当然 その着かた
を特殊 な ものにす る。「き もの」を着 る機 会 で
比 率の高い ものか ら順 にあげてみ ると,最 も比
率 が高 いのは,お 正 月で53.6%,以下,結 婚 式
・葬 式47.7%,普段 くつろいだ時24.7%,お茶
会 ・パー テ ィ23.7%,入学式 ・卒業式16.4%,
仕事上 の必要 で11.5%,七五三 ・成人式10.9%,
お祭 り7.2%などとな ってい る。特別 の機 会に
しか着 ない傾向が はっき りと現 われてい る。着
用頻度が高 い層では,仕 事上 の必 要や普段 の く
つろいだ時 の比率が高 くな り,年 に数 回の層で
はお正月 その他 の儀 式 ・行事が 中心にな る(図
N-8)o
性別 にみ ると,男 子の 「きもの」 の着用機会
で比率が高いのは,お 正 月(60.2%),普段 くつ
ろいだ時(27.1%),結婚式 ・葬 式(24.6%),仕
事 の上 で(20.3%)などである。他方,女 子 の場
合 には,結 婚式 ・葬式が最 も高 くて62.2%,次
いでお正月の49.2%,お茶会29.7%,普段 くつ
ろいだ時23.2%,入学式 ・卒業 式22.7%などと
な ってい る。男子の和服が,儀 式や行事用 とい
うよ り,く つろ ぎ用か,仕 事用 かがは っき りと
分 かれてい るの に対 して,女 子の場合 には多 く
の場合儀式 ・行事用 として機 能 してい るよ うで
あ る。 この 「きもの」の機 能の差異 は,男 子 と
女子 の 「きもの」に対 す るニーズの差異 で もあ
り,そ れぞれが需要す る 「き もの」 の種類 に も
関係 す ることになる(図N-9)。
年齢別 の 「きもの」を着 る機会 で比率 の高 い
ものは,20歳代 では,お 正 月75.0%,結婚式 ・
…葬式50.0%,お茶会 ・パー テ ィ50.0%,七五三
・成人 式40。0%,入学式 ・卒業 式25.0%などと
一19一








図N-9性 別 機 会
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なってお り,行 事 ・儀 式 を中心に着用 されてい
る。30歳代では,お 正 月70.6%,結婚式 ・葬式
47.1%,入学式 ・卒業式38.2%などで高 くなっ
てお り,子 育 て期 のライフステージを反映 して
子供 の入学式 ・卒業式 での着用機会が多 くなる
もの と推測 され る。40歳代 での着用機会 の高 い
ものは,お 正月55.6%,結婚式 ・葬式38.9%,
入学式 ・卒業式29.6%,お茶会 ・パー テ ィ22.2
%,仕 事上16.7%などとなってお り,子 供 た ち
も大 きくなって入学式 ・卒 業式の機会 も少 な く
な り,他 方,お 茶 会 ・パー テ ィの機会が増 大す
ることを示 してい る。 また この年齢 層で仕事上
の着用が最 も多 くな ってい る。
50歳代 での 着用機会 の 高い 順番 は,お 正 月
59.0%,結婚 式 ・葬式59.0%,お茶会 ・パーテ
ィ37.7%,普段 くつろ ぐ時29.5%などである。
この世代 では結婚式 ・葬式 での着用率が最大 に
な ってお り,ま たお茶 会 ・パーテ ィな どでの着
用率 も高 い。 さらに普段 くつろ ぐ時 の着用比率
が この年齢層 から2割 を越 える。60歳代以上 に
な ると最高 の着用機会 が お正 月以外 の 場 にな
る。す なわち,60歳代で は,結 婚式 ・葬 式58.3
%,お 正 月53.3%,お茶 会 ・パー テ ィ25.0%,
その他21.7%,普段 くつろ ぐ時20。0%などの順
番 になってお り,着 用頻度 の増 大 とと もに着用
機会 も多様化 してい る。70歳代では着用 の 日常





西陣織関連従業者 と非関連者 の 間の 「きも
の」着用機会の差は次のようになっている。す
なわち,西陣織関係者で比率が高 くなっている
機会は,お正月,結婚式 ・葬式,お 祭 り,仕事
などであり,これに対 して,非関係者での比率
の高い ものは七五三,入 学式 ・卒業式,お茶会
・パーティ,その他 となっている。そして両者

























入 学 式 お茶 会 お 祭 り
卒 業 式/¥°一ティ
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「きもの」を 「ほとん ど」および 「全く」着








事 販 運 サ 専 技 管 主 学 そ 無 事 販 運 サ 専 技 管 主 学 そ 無 事 販 運 サ 専 技 管 主 学 そ 無輸1術 輸1術 輸!術










図IV-13所 得 階 層 別 着 用 機 会
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ない人々 の,理 由 の第1は 「動 きに くい」(39
%),次 いで 「着 るのが面倒」(21%),「着て い
く所が ない」(20%),「忙 しくて着れ ない」(15
%),「きもの」 を持 っていない(15%)などとな
図1V-14きものを着ない理由




変 さなど もあ る。前 出の京都銀行調査 では着な
い 理 由の なかで 「後始末片付 けに 手 間1がかか
る」(15%),「雨 にあった り,汚れた りした時 の
手入 れが大変 なので」(15%)とい うのがかな り
大 きな 位置 を 占めてい る。今 回 の 調査項 目 で
は,こ のメインテナ ンスにかかわ る選択肢が な
いので,そ の他 のなかに入 れ られてい ると思わ
れ る。
以下,主 要な属性 とかか わ らせ て分析す る。
まず,性 別 の不着用理 由は,男 子 の場合,「動 き
に くい」34.7%,「持 っていない」21.4%,「着
るのが面倒」17.7%,「忙 しくて着 れない」16.1
%と な ってい る。女子の場合 は 「動 きに くい」
45.3%,「着 るのが面倒」24.7%,「着てい く所
がない」22.6%,「一人 で着 られない」16.8%,
な どとなってお り,男 子で は持 っていない,忙
しくて着れ ないの比 率が高 く,女 子では着 てい
く所が ない,一 人で着 れないの比率 が高 くな っ
てい る。 このよ うに性別 によ る不着用理 由の差
異が はっ きり現れてい る(図N-15)。
年齢別 に不着用理 由をみ ると,「きものを持 っ
ていない」 を不着用理 由 とす る者 は,20～30歳
代 の若 い層で高い。また 「一人 で着 られない」
も同 じく若い年齢層 ほ ど高比率 となっている。
図IV-16年 齢 別 着 な い 理 由
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「着 るのが面倒」 とす る者 は年齢 層 にかかわ り
な く一定 の高 さを 占め,「着てい く所 がない」
もほぼ 同 じ傾 向を 示 してい る。他方,「動 きに
くい」 を不着用理 由 とす る者 は高齢 ほど高比率
となってい る。「忙 し くて 着 れない」 とす る者
は40～50歳の働 き盛 りで高 くな ってい る。 この
ように 「きもの」離れ の理由は年齢 によってか
な り差1があ ることが わか る(図N-16)。特 に,
着用頻度 の低い若年層 の場合,「きもの」を持 っ
ていない→ 一人 で 着 られない→ 「き もの」 を持
たないの循環が定着 してきてい る。「きもの」の
高 額化が この傾 向をさらに拡大 させ てい るで あ
ろ うこ とは想像 に難 くない。
西 陣織 の 関係者 ・非関係者別 の 不着用 理 由
で,西 陣 織関係者 に おい て は,「動 きにくい」
35。7%,「着 るのが面倒」23.1%,「忙 しくて着
れない」18.9%,「き ものを持 っていない」15.
4%,「着 てい く所 がない」12.6%,「一人 で着 ら
れない」7.0%,などの順 にな ってい る。他方,
非 関係者 で高い理 由は 「動 きに くい」40.8%,


















19.7%,「持 っていない」14.4%,「忙 し くて着
れない」13.7%,「一人で着 られない」12.0%,
な どと な って い る(図IV-17参照)。 西陣織 関係
者 では 「着 るのが面倒」,「忙 し くて着れない」,
「持 っていない」 の比率が高 く,非 西陣織関係
者 では 「動 きに くい」,「着 てい く所 が ない」,
「一人 で着 れない」の割取が高 くな ってい る。
西陣織関係者 の不着用理 由には,仕 事や生 活 の
あわただ しさが背景 にな ってい る もの と思 われ
る。
家族形態別 に不着用理 由をみ ると,単 身世帯
で高 いのは 「きものを持 っていない」で39.5%,
この 世帯形態 に 若年層 の 多いた めで あろ う。
「動 きに くい」 の比率 が高 いのは,夫 婦 のみ形
態(54.7%),3世代世帯(43.4%)であ る。 こ
れ らの世帯形態 におけ る高齢者比率 の高 さが反
映 してい ると思 われ る。「一人 で 着 られ ない」
の比 率は核 家族 世帯 も3世 代世帯 で もあま り大
きな差がない。 この ことは高齢者 を含 む世帯で
も和装文 化の伝承力 が衰退 してい るとも考 えら
れ る(図]V-18)。
職 業別 の 不着用理由は,「 きもの を 持 ってい
ない」 が学生(100.0%),その他(33.3%),専
門職(30.4%)で高 い。「動 きに くい」 を あげ る
者 は,i無職(57.1%),主婦(57.1%),販売職
(45.9%),管理職(43。9%),専門職(43.5%)
な ど比較 的着用者比率 の高 い職業 で高 くな って
い る。他 の理 由ではあま り職業 との関連性 はみ
られない(図N-19)。
所得階層差 が明自に現 われ てい るのは,所 有
にかかわ る理 由で,「き もの」 を 持 って いない
とす る不着用理 由は1,000万円以上 で最 も低 く,
図IV-1v家 族 形 態 別 着 な い 理 由
着物を持っ 一人で着ら 着るのが面倒 着物は動き 忙しくて着 着ていく所 似合わない そ の 他










図IV-19職 業 別 着 な い 理 甲





図N-20所 得 階 層 別 着 な い 理 由
②一人で着 ら{3}着るのが面{4)着物は動き(5}忙しくて着(6}着てい く所








































⑥宝石:趣味性 の強い 女性型 の個人用生活
財。⑦電子レンジ:調理技術 の変化 の指標 と
なる共用型生活財。⑧応接セ ット:共用型生活
財。住生活における洋風化,居住空間の広 さの




















理 す ると次 のよ うにな る。
a.家 事軽減型 の共用型生活財 …電
子 レンジ。
b.住 生活共用型生活財 …エ アコン,
応 接セ ッ・ト。
c.仕 事 ・余 暇併用 の共用型生活財
…乗用車。
d.娯 楽共用 型生活財… カラー テ レ
ビ,カ ラオケ,ビ デォ コー ダー。
e.社 交型個人用生活財…礼服 ・礼
装用,ゴ ル フ道具 。
f.趣 味型個人用生活財 …ステ レオ,
宝石,書 画 ・骨董,ビ デオカメ ラ,
パ ソコンo
g.教 育型個人 用生活財… ピアノ。
これ らの耐久 消費財の世帯所有率 の








%台:礼 服 ・礼装用着物,60%台:エ アコン,
ステ レオ,50%台:乗 用車,40%台:宝 石,電
子 レンジ,30%台:応 接セ ッ ト,20%台:書 画
・骨董 品,ゴ ル フ道具,ビ デ オコー ダー,ピ ア
ノ,20%未満:カ ラオケ,ビ デオカメラ,パ ソ
コンな どとなってい る(図N-21)。
性別 の世帯所有率 をみ る と性差の大 きい生活
財 は,宝 石(女子が17。3ポイン ト高い),乗 用車
(男子が9.2ポイン ト高い),礼 服 ・礼装 用着物
(女子が8.2ポイン ト高い)で あ る。性別 差が5
～6ポ イ ン トの ものには,ス テ レオ,ビ デオ コ
ー ダー,電 子 レンジ,書 画 ・骨董 な どがあ り,
他は あま り性差が み られ ない(図W-22)。全 体
に男子の所有率 が高 くなってい る。性差 が大 き
くな ってい る ものは使用 におけ る個人 的色彩が
図IV-22性別 世 帯 所 有 率
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礼服 ・礼装用着物がある。 これは20歳代 ・30歳
代の所有率が68.6%と低 くなっているが,40歳
代 ・50歳代で8割 強とピークにな り,60歳代以
後で若午 低下 してい る。
第2は,世 帯所有率 が高 く,年 齢差が小 さい
もので,カ ラー テレビが これ に入 る。家族共用
の生活財で,ほ とん どどの年齢層 で96%以上 の
所有率 にな ってい る。
第3は,所 有率が中位で,年 齢差 が大 きい も
ので,こ こにはエ アコン,ス テ レオ,乗 用車,
宝石,電 子 レンジの5品 目が入 って くる。 これ
らの生活財 は世帯所有率 はそ こそ この高 さ(40
～60%台)と なってい るが,年 齢に よる格差が
大 きい。最 も世帯所有率 の高い年齢 層 と低い年



















世帯所有率 トップに くる年齢 層は,品 目によ
って40～50歳代 または20～30歳代にな るが,こ
の両世代 の 間の所有 率 の 差は あま り大 きくな
い。他方,60歳以上 とそれ以下の世代で世帯所
有率 に大 きな格差 が生 じてい る。 これ は共用的
性格 の財 と個人 的使用財 の両者 と もに共通 して
い る。 このなかでは電子 レンジ,宝 石の年齢差
が比 較的小 さくなってい る。
第4は,所 有 率が低 くて,年 齢格差が 中位 の
もので,ビ デオコーダー,ピ ア ノ,応 接セ ッ ト,
カラオケな ど4晶 目が入 る。 この うち ビデオコ
ー ダー は若年層を含む世帯 ほ ど所有率 が高 い若
年型生活財で ある。他の生活財 は40～50歳代 を
一27一
ピークとする山型(中 年型)と なっているが,
応接セットはピー クが低 く,年齢差が最 も少な
くなっている。
第5の タイプは,所有率が低くて,年 齢差が









































図1V-23学歴 別 世 帯 所 有 率
100.











図N-24学 歴 別 世 帯 所 有 率








の生活財7晶 目)と社宅 ・公務員住宅(所 有率
が最大の生活財6晶 目)で所有率が高くなって
いるが,住 宅の所有形態 との直接的な関連性は

































9(1位 の み:ピ ア ノ,
ゴル フ道具,乗 用 車,
礼 服 ・礼装 用 着 物)
4(書 画 ・骨董)
3(宝 石)
3(ス テ レオ,ビ デ オ
カ メ ラ)
3(ビ デ オ コー ダー,
パ ソ コ ン)
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第1に,所 得階層差がほ とん どない生活財 と
して カラー テ レビがあ る。第2に,所 得階層100
万 円未満層 は単身世帯 が多 いので,生 活財 の大
半が個人用 とな り,低 所得層 のなかで も特殊 な
層 を形成 してい ると思 われ る。 この層 において
指 数値 が 比 較的高 いのは カ ラーテ レビ を除け
ば,礼 服 ・礼装用着物(58),エアコ ン(31),宝
石(30),書画 ・骨董(25),ステ レオ(24)などで,
礼 服 ・礼 装用着物 の高 さは西陣的特徴 ともい う
べ き ものであろ う。 また住環境 の厳 しさを反 映
して この ような低所得層 におい て もエア コンが
高 く現 れてい る。
第3に,家 族持 ちの低所得層が多 い と推定 さ
れ る100～300万円未満層 において指数値が高 い
のは,礼 服 ・礼装用着物(71),ステ レオ(62),
エア コン(58),電子 レンジ(46),宝石(46),乗
用車(42)などであ る。 この層 では電子 レンジや
乗用車 な ど共用型 の 生 活財が 登場 す るととも
に,全 体 に指数値 が高 くなってい る。
最後 に,1,000万円以上層 と その下 の500～
i,000万円未満層 とを比べて,両 者 の 間で 格 差
が大 きい ものに,書 画 ・骨董(53)ピアノ(54),
カ ラオケ(57),ビデオ コー ダー(58),ビデオカ
メ ラ(61),応接セ ッ ト(62),パソコン(69)など
があ る。 これ らの生 活財は趣 味性 が強 く,ま た
高 価で,一 般 に必要度 がそれほ ど高 くない。 さ
らに応接セ ッ トなどの ように住宅 スペースの広
さな どと も関連す るので所得格 差が大 き く現 れ
て くると考 え られ る。
(2)個人 の専用物 と してい る生活財の
保有状況
生活財 の個人財化(個 人専用 の生活財化)の





















































程度進展 してい るであろ うか。個人専用保有率
の上位 か ら順 番に 並べたのが 上の 表N-2で あ
る。
個人専用比 率 で は 礼服 ・礼装用着物 が6割
台,カ ラー テレビが4割 強,そ して宝石が3割
台,乗 用車 が2割 台 で,こ れ らが比較的高い も
ので ある。 カラー テレビや乗用車 な ど従来共用
的性格 の強 か った生活財 の個人専用化が進んで
きてい ることがわか る。世帯所有 の うちの個人
専 用物 の比率 の 高 さは,個 人用生活財 の 色彩








子 の専用比が高 い ものには,礼 服 ・礼装用着物
(75.0%),宝石(56。2%),カラー テ レビ(38.5
図IV-26性 別 個 人 専 用 率
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%),電 子 レンジ(14.2%)などが あ る。男子 で
は乗用車,ス テ レオ,ゴ ル フ道具な どの個人専
用化率が高 くな ってい るの に対 して,女 子 では
礼服 ・礼装用着物,宝 石 とい った身につけ るも
の の専用 化率 が高 くな ってい る(図N-26)。
個 人専用生 活財の年齢 別特性 については5つ
の タイプに分 類す ることがで きる。第1は,年
齢差 のあま りない もの(最 高 と最低の差が10ポ
イン ト未満)で,カ ラー テ レビ,ビ デオカメラ,
ビデオコー ダー,ピ アノ,電 子 レンジ,応 接 セ
ッ ト,エ アコン,宝 石,'カラオケ,パ ソコンな
ど15品目のうち,10品目が これ に入 る。 これは
これ らの生活財 の個人専用化 にあた って年 齢要
因 があま り強 く作用 してい ない ことを示 してい
る。 この中 にはカラー テ レビ,宝 石 などのよう
に個人専用率が高い に もかか わ らず格差が小 さ
い もの と,カ ラオケやパ ソコンのよ うに専用率
が きわめて低 く,そ のた めに格差が生 じるまで
に至 っていない ものの両者が含 まれてい る。
第2は,高 年 齢層 ほど個 入専用率の高 くな る
高齢者型生活財 で,礼 服 ・礼装用着物が これに
あた る。第3は,若 年層 ほど個人専用率が高い
若年型 の生活財で,こ れ にはステ レオ,乗 用車
な どが入 ってい る。第4の タイプは,若 年 ・壮
年(20～50歳代)で高 く,高 齢層で急減 してい る
個 人生活財で,ゴ ルフ道具が これ にあた る。第
5は,若 年 ・高年型(20～30歳代 と60歳以上)で
高 く,壮 年層の比率 が低 い もので,書 画 ・骨董
が ここに入 ってい る(図1V-27)。
学歴 にみた専用状況 では,全 般 に大学卒層 で
の個人専用率が高 くな ってい る。大学卒 で専用
率の高 くな ってい る生活財は,カ ラーテ レビ,
ステ レオ,ビ デオ コーダー,ピ アノ,ゴ ル フ道
具,乗 用車,エ アコン,パ ソコンの8品 目であ
る。 これ は学歴要因に直接的 に規定 されてい る
とい うよ り,学 歴 と関連 してい る年齢 職業,
所得 な どの諸要因の複合的 な影響 による もの と
思 われ る。次 に学歴差が少ない もの(5ポ イン
ト未満)に は,ビ デ オカメラ,応 接セ ッ ト,カ
ラオケ な どが あ る。 これ らはいずれ も個 人専用
率 の低い生活財 であ り,格 差 を生みだす まで に
至 っていない もので あ る。短大卒で比 率が高い
ものには,電 子 レンジ,礼 服 ・礼装用着物,宝
石,ま た中卒者 で比率が高い ものに,書 画 ・骨
董 があ る(図N-28)。
家族形態別 の専用状況について は,ま ず,家
図N-27年 齢 別 個 人 専 用 率
(1)(21(3)(4115}(6}〔7}181〔9}矼 ひUllU21?1(191U51











図IV-28学 歴 別 個 人 専 用 率
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族形態間での差の小 さい もの(10ポイン ト未
満)に,ビ デオカメラ,ビデオコーダー,ピ ア







































用 着 物 テレビ
個人専用生活財について職業別に専用率1位 の
数 とその内容をみると,最 も専用率1位 の数が
多くでているのは販売職(乗用車,応接セ ット,
カラオケ),学生(カ ラーテレビ,ステレオ,ビ














か専用率1位 は運輸 ・生産工程従事者2(礼 服
・礼装用 着物,カ ラオケ),サービス職業従事
者(電子 レンジ),専門職(エ アコン)などでも









で専用率が最高 となってお り,他の2品 目(カ
ラーテレビ,電子レンジ)も トップとあま り差
がない。 このように専用率は大 きく所得によっ
図N-29家 族 形 帯 別 個 人 専 用 率
(3?14)(5)(6117)181(9)QO)
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道 具 レンジ 骨 董 コーダ
閣齟
単 夫 夫三














図N-30職 業 別 個 人 専 用 率
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(2}カ ラ ーテ レ ビ
(その1)
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o.事 販 運生 サ 専 技技 管 主 学 そ 無
務 売 輸産1門 術能 理 の
職 職 ・エ ビ 職 ・職 職 婦 生 他 職
程 ス
職





o.事 販 運生 サ 専 技枝 管 主 学 そ 無










門 術能 理 の務 売 輸産i








o.事 販 運生 サ 専 技技 管 主 学 そ 無
務 売 輸産i門 術能 理 の
職 職 ・エ ビ 職 ・職 職 婦 生 他 職
程 ス
職
図IV一訓 所 得 階 層 別 個 人 専 用 率
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て規定 されてい るが,所 得100万円～1,000万円
未満層 では,家 族構成や世帯の ライフスタイル
の差 な どによって個人専用生活財の優先順位 に
差があ るためか,か な らず しも所 得の上昇 に比
例 して専用率 が上 が るとい うことになってお ら
ず,専 用率 に逆転現象が生 じてい る(図N-32)。
(3)今後欲 しい生活財
今後,個 人 として欲 しい生活 財の比率 の順位
を示 したのが 表N-3で あ る。Bは その生活財
の現在 の 所有率 である。A/Bは 現時点 での 欲
求 の強 さを示 し,B+Aは 現時点 での 欲求の上
限 を指 し示す もの と考 えることがで きる。
欲 しい生 活財の順位 では,ビ デオ カメラ(32.
8%),ビ デオ コーダー(30。7%),電子 レンジ
(23。7%),パソコン(19.0%),乗用 車(15.0%),
エアコ ン(13.5%)などが上位 に きてい る。反対
に,下 位 は ゴル フ道具(1.1%),礼服 ・礼装用
着物(4.0%),カラーテ レビ(4.0%),応接セ ッ
ト(5.5%)などとなってい る。
欲 しい生 活財 には,第1に,世 帯所有比率 が
高 くて(7割 ～9割),欲 求比 率 が 低 くな っ て
い る(1割 未満)カ ラーテ レビや礼服 ・礼装用
着物 な どであ る。 そして第2に,世 帯所有比率
は中位(4割 ～6割)で,欲 求比率が比 較的高
い(2割 ～3割)電 子 レンジ,欲 求比率が中位
(1割台)の 乗用車,エ アコン,そ して低位の
ステ レオ,宝 石 な どがあ る。また第3に,世 帯
所有率 の 低 い ものに も(3割 台 以下),欲 求比
率 の高 い もの と低 い もの とがあ る。前者 の欲求
比率 の高 い ものには ビデオカメラ,ビ デオコー





② ビデ オ コーダ ー
③電子 レンジ
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ゴルフ道具,乗 用車,応 接セ ット,礼服 ・礼装
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用着物,カ ラオケの7晶 目があ る。次 に,男 子
の志向性の高い生活財 に,ビ デオカメラ,ビ デ
オコー ダー,エ アコン,書 画 ・骨董,パ ソコ ン
の5品 目が ある。他方,女 子 の志向性 の高 い生
活財 として ステレオ,電 子 レンジ,宝 石 な ど3
晶 目が ある。 これは共用型 の生活財 および欲求
比率 の低い生 活財(ゴ ル フ道具)な どでは性差
が現 れ ない ことを示 してい る。また男子 では新
しい娯 楽型生活財 と住 関連生活財 な どで欲求が
高 く,女 子 では家事軽減型生活財,趣 味型 の生
活財な どでの欲求比率 が高 くな ってい ることも
わか る(図N-32)。
年齢別 にみた欲 しい生活財 につい ては,① 年
齢閲格差 が あま りみ られ ない もの(最 大値 と
最小値 の開 きが5ポ イ ン ト未満)に,ゴ ル フ道
具,応 接セ ッ ト,エアコ ン,礼服 ・礼装用着物,
宝石 な ど5品 目があ る。 これ らはエアコンを除
けば,各 年齢層 とも欲求比率が一 けた台 の低率
とな ってお り,そ のため格差が生 じていない も
の と思 われ る(図N-33)。
②若年層志向型生活財 にはパ ソコン(24.5%)
乗用車(20.4%),ビデオコー ダー(36.7%),ビ
デオカメ ラ(38.8%),ピア ノ(13.3%),ステ レ
オ(15.3%),カラー テ レビ(7。1%)など7品 目
があ る。若年層 においては ビデオカメラ,パ ソ
コン,ピ ア ノ,ビ デオコーダーのよ うなまだ個
人専用率 の低 い ものか ら,カ ラー テ レビ,ス テ
レオ,乗 用車 とい った専用率3～4割 の比 較的
高率 ものまで,そ の欲求比率は全般 に多 くの品
目で高 くなってい る。 この世代の個 人主 義的な
ライフスタイルが生活財 の専用化傾向を促進 さ
(1)(2)(3)
カ ラー ス テ レオ ビデオ

































図N-33年 齢 別 欲 し い 生 活 財
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っているのは,カ ラーテレビ,ス テレオ,ビ デ



















くらいな ものである。 ところで,ピ アノは借問
・下宿を除けば他の住宅間にあまり大きな欲求
比率の開きは出ていない。乗用車は駐車スペー











図IV-34学 歴 別 欲 し い 生 活 財
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家 族 形 態 別 欲 し い 生 活 財
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装用着物,専 門職の書画 ・骨董 などがある(図
図N-36住 宅 形 態 別 欲 し い 生 活 財
図N-37職 業 別 欲 し い 生 活 財
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